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今回は小金井に所在する小金井一里塚を探訪します。
日光道中
にっこうどうちゅう

に位置する小金井一里塚は、江戸日本橋から数
えて22里（約88㎞）の地点にあります。２つの塚がほぼ
完存しており、大正11年３月８日に国指定史跡に指定さ
れています。日光街道で国指定史跡になっている一里塚は、
小金井一里塚だけです。1 9世紀中頃に記された
「宿村大概帳
しゅくそんたいがいちょう

」によると、西塚には杉、東塚には松が植え
られていたとありますが、現在は、東塚には榎

えのき

と椚
くぬぎ

が、西
塚には榎の大木がそびえています。地方によっては、榎で
はなく、松・杉・欅

けやき

・さいかち・檜
ひのき

などを植えたところ
もあります。
日光道中の一里塚には、日光杉並木との関係からか、他の街道の一里塚に比べ、杉の占める割合が多いよ

うです。いつ頃小金井一里塚に、現在の榎を植えたのかはわかりませんが、現在も崩れず残っている状態を
考えると、「駿国雑志

すんこくざっし

」に『其
その

根深く広がりて塚崩れず』と書かれているように、枝葉が繁茂
はん も

し、根が深く
広がって、塚を固めるという榎の特性を生かし、植え替えられたと考えら
ます。
一里塚は、「官本当代記

かんぽんとうだいき

」によると、『一里塚五間四方也』とあり、一辺
約９ｍの方形に築かれていたと記されていますが、小金井一里塚は測量の
結果、塚の裾で一辺約12ｍの大きさになり、やや円形化していますが、元
は方形であることがわかりました。

第5回 小金井一里塚
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次回は「横塚古墳」を探訪します。




